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我々の研究の目指すもの
① 多機能性を持ったアルツハイマー病（AD)治療薬のスクリーニング法の開発
② 上記スクリーニング技術について、人工的な相互作用誘導法へ応用する

【背景】
① なぜ多機能性治療薬が必要？ ② 人工的な相互作用誘導とは？

解決

解決



これまでの業績

相互作用誘導についてのコンセプト確認と配列の最適化

T-RAP様多機能性AD治療薬スクリーニング法の開発
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